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令和７年度 第２回学校運営協議会 議事録 

 

１  日 時 令和８年２月 10 日（火）１５：２０～１６：３０  

 

２  場 所 盛岡第三高等学校 大会議室  

 

３ 出席者 ９名/13 名 

 （自治会代表、PTA 代表、行政関係、近隣小中学校長、地元企業、同窓会代表、本校校長）  

阿部 俊之  小澤 則幸  千田 幸喜  土川  敦  觸澤 吉輝  松村 修平 

村井由紀子  山口 真樹  菅野 幸貴（校長）    

委任状提出者 海野  尚  櫻  裕子  高木 浩一   藤村   誠  

 

４ 内容 （１）議題 ア 学校概況報告  

イ 教育活動に関するアンケート結果について  

ウ 次年度に向けて 

（２） 上記について、それぞれ意見交換  

 

５ 議事録（１） 議題に係る説明（学校概況報告並びにアンケート結果報告）は、割愛する。 

（２） 意見交換 （意見交換の内容は、アンケート結果に関する内容が大半であった    

た。また、以下に掲載している内容は、出された質問・意見について、時系列に 

並べたものである）  

 

〘司会〙協議に入る。まずは、アンケート結果について、保護者の観点からいかがか。 

【委員】頻繁に note だとかホームページだとかを拝見している。文化祭などでの生徒の活動を見 

たりするなかで、生徒たちは充実した学校生活をおくっていると思ってみていた。 

〘司会〙学習意欲が高まったと答えた生徒の割合が昨年比少し下がったということ、安心して学 

校生活を送ることができているというのが昨年比若干下がっている。このことについて、 

生徒はどのように感じているか。 

〔生徒〕学習意欲に関しては、２年生になり１年生のときと比べて、弛んでしまう傾向が実際あ 

ったと思う。そのため、データ上でも２年生で学習意欲が低いという結果に繋がったと思 

う。ただ、この時期２年生は、自分も周りの友達も受験生というところが見えてきて、学 

習意欲は高まってきているように感じている。安心して学校生活を送ることができている 

かについては、クマ騒動の時は、登下校の際に気をつけてと言われても何を気をつければ 

いのかという状況もあり、そういう不安はあったと思う。 

〔生徒〕１年生では、学習に関しては、私も周りも含めて授業はこなすものという認識になって 

しまっているような感じがする。授業に対して、自分から行うと思えないところもあった 

と思う。覚えさえすれば勉強しなくていいといった感じが、少なからずあったと思う。 

〘司会〙1 年生の「本校に入学して良かった」という割合が昨年度に比べて高くなっているが、何 

か学校の方では仕掛けがあったのか。 

≪教務≫今年度から新しい試みとして、年に４回になるが、面談週間というのを設定した。昼休 
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みの後に 40 分ぐらいの時間をとり、担任と生徒がしっかり面談をできる時間を確保した。 

年４回、４週間確保した。担任の先生方は熱心に面談している。そういうところで、安心 

安全な学校生活の基盤が作られ、このアンケート結果に反映されているのではないか。 

〘司会〙面談は、１年生から、２年生、３年生まで行うのか。 

≪教務≫全ての学年で行う。 

〘司会〙２年生や３年生は、昨年はなかったが、今年あったということ。１年生は高校生活に漠 

   然とした不安を持っていた人がいたかもしれない。そこで担任の先生と話す中で、不安が 

   解消したのか。この取り組みについて、どうだった？ 

〔生徒〕確か入学後すぐに面談があった。そこで、いろいろと担任の先生と学校生活についてど 

うなのかとか、逆にここはどうなっているか聞いたり、あとは友達同士で相談したり、質 

問を共有したりすることで、不安はある程度解消されたと感じている。 

〘司会〙本年度、どういう話し合いがなされて、この面談週間を実施することになったのか。 

≪進路≫本校の在り方として、対話を重視するとあるので、それを踏まえて、面談週間を行うこ 

とにした。これまでも面談は行っていたが、授業の合間などで面談をやると、どうしても 

全ての生徒に行き渡らないということがあった。空いている時間に行っても出席番号順で 

行うと後の方が急ぎ足での面談ということがあるなど、先生方の意見を聞いて始めること 

にした。時間調整をして、一人一人と丁寧に面談をやっていただき、学年によっては教科 

面談ということで、教科の先生が授業に不安を抱えている生徒と面談を行うなどした。次 

年度も継続したいと考えている。 

【委員】資料を見ると、過去の学年間で比較しているのもあるが、斜めに見ると今年の３年生は 

昨年の２年生のときに比べて数字が上がっていることも見え、非常にいいことだと感じて 

いる。単純に全体は下がっているが、子どもたちを前年の状況と比較して見ると成長して 

いるというのを感じた。「そう思う」という評価が増えているのは学校としての姿勢がそこ 

に現れていると感じた。他の項目についても、例えば「安心して学校生活を送ることがで 

きている」についても、確かに昨年２年生で低くなっているが３年生になるとより良くな  

っている。 

〘司会〙横に見ると昨年、一昨年との比較だが、斜めに見ると前の年度との比較になり、それぞ 

   れ良くなっている。 

【委員】心配だったのが熊騒動の際、部活動がどうだったのか、やっていたのか。そのような状 

況の際、もう生徒たちは外に出さないで帰したのか。雫石とかの方の小学校では体育の時 

間も外に出さないでやったと聞いた。高校生になるとさすがにそこまでしないだろうが、 

どうだったのか。普通に部活動をやっていたのかどうか気になっていた。地域の方でも、 

そんな話題となっていた。何か影響があったのか、この機会に聞けたらと思う。後は、こ 

の配布資料について、バスの運転手の方からの資料を見て、私が思っている三高生のイメ 

ージどおりだった。例えば、運転手さんが可哀そうだなと思うのは、いろいろな人が思う 

と思うが、運転手さんにどういう言葉がけが良いかは、ほとんどの人は、私も含めてなか 

なか難しい。でも、「さっきひどいこと言われていましたね」や「あんなことは気にしなく 

ていいです」とか、言葉を選べること自体が、私の三高生に対するイメージどおりだった｡ 

知り合いに三高出身の子がいるが、褒めると、普通の高校生とか若い子たちは「いやそん 

なことないです」で終わる。けれど、その子に言うと「ありがとうございます。でも私は 
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まだここのところがうまくいかなくて迷っています」とか、「ありがとうございます」と最 

初に言葉が返って来ること自体が、コミュニケーションの取り方が上手だし、しっかりし 

ている。もちろん全員が全員そうだというふうに思っているわけではないが、昔からやは 

り三高出身の知り合いとか友達とか、いろんな人と話して、人間的なバランス力がすごく 

育っている学校でそういう生徒たちが多いと思いながらいつも見ている。 

<<副校長>>熊騒動の時期は、市からメール連絡が流れてきた。最初のうちは、警察が動いたので 

   どうにかなった。実際に部活動を規制したのは、１日だけである。外での部活動はやらな 

   いように室内で工夫して行うようにと放送を入れた。熊に関する情報が長く続いたので、 

   朝は早めに学校に出て校地内にいないかどうかを確認して、その後、保護者・生徒に「大 

   丈夫、登校して良い」という旨のメールを流していた。およそ 10日くらい行った。 

【委員】校舎の近くを横切ったとか、道路を渡ったとの情報もあったようだが。 

<<副校長>>横切っていたとか、道路を渡ったとか、なかなか良くならない状況が続いた。かなり 

   慎重になったが、被害がなくてよかったと思っている。 

<<校長>>副校長には、毎朝６時に来てもらった。副校長が襲われたらと心配したが、朝に校地内 

   を見回りしてもらい、メールを流してもらうということで対応した。 

【委員】路線バスの運転手さんからお手紙を頂いて、学校の中での勉強だけじゃなくて、人と関 

わることで、生徒同士であったり、先生方とであったり、そういった中で成長している姿 

が出ていると感じた。 

鉄道関係の仕事をしている関係で、お客様から高校生に係るマナーについて話を受けるこ 

とがある。乗車する中で三高生の皆さんは、特に悪いわけでもなく、乗車いただいている 

と感じている。家庭学習のところで、少し時間が少なくなってるというところがあるよう 

なので、今後、生徒と先生の関係のところで調整してもらい、また、勉強以外のところで 

も三高生らしく成長してほしいと思っている。 

〘司会〙中高連携はよく言われるが、高校生が小学校に出かけていっての取り組みについて、そ 

の様子はいかがだったのか。 

【委員】その前に、教えていただきたいのは、三高生が取り組んでいる総合的な探究の時間の取 

   り組みについてである、各学年、各学級でどんなふうに行われているのか。 

<<経営企画>>先ほど学校長からも話したとおり、昨年度まではＳＲＨ事業という形で進めていた 

   ものを、本年度からはＯＲＰ（おおとり・リサーチ・プログラム）として進めている。特 

   にも、今年度入学生は、進学型単位制への初年度ということで、ＯＲＰとして位置づけ 

進めている。１年生は、チームを作って進めている。それぞれがテーマを設定して活動し 

ている。２年生は、個々にテーマを設定し、それこそ 200 余りのテーマがあって、それぞ 

れ個々に活動を進めている。２年生の理数探究コースは、２単位ものになり、グループで 

の活動を行っている。進め方は、これまでと同じ型で進めている。来年度、今の１年生か 

らは、理数探究コースがなくなる。そこで、２単位ものは選択で行うことにしている。こ 

の場合、文系理系問わずに探究的な学びを深めるということで設定している。 

【委員】小さいチームのときには２～３人の小グループという感じなのか。 

<<経営企画>>テーマによるが、３人から最大８人ぐらいである。 

【委員】本校でプログラミングの出前教室をやっていただいた。子供たちも非常に喜んでいて、 

実際に入力したことをロボットに反映させたりということで、そういった仕組みの原理的 
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な部分のプログラミングについて、本当に基礎的なところに触れることができたという喜 

びは大きかったと思っている。 

本校でもパソコンのソフトとか使いながら、簡単なものはやっているが、実際に動いた 

り光ったりという体験ができたという喜びが大きかったと思う。児童一人に対して生徒 

さんが複数という手厚い対応で教えていただいたので、それが児童にとっては安心材料だ 

ったと思う。ありがとうございました。 

【委員】ちょっと気になったのが、自由記述のところだ。もしかしたら、パーセンテージに表れ 

   ていない、心の声みたいなのが出ているのだろうと思った。面談のときに、生徒は先生に 

   対してきちんと心の内を打ち明けられているのだろうか。アンケートに書いた生徒が、せ 

   っかく書いたのに結局書いただけだったで終わると、きっともう書けなくなるのではない 

   か。何かそういうところに少し思いを馳せていた。自由記述のことに対しては、何か改善 

   や、すごく細かいことになってくるとは思うが、先生方はどのように考えているのか。 

<<副校長>>自由記述であるが、そういったところを汲み取りながら、会議等でいろいろなところ   

   を点検していくというところだが、完全にできているわけではない。記述自体は学年毎に 

   は見てもらっているので、少しずつは改善されている要素もあると思う。例えば、学校型 

   推薦の選抜方法に係る記述があり、生徒たちが長年疑問に感じているところや、問い合わ 

   せがあるところについて、進路指導課や学年を中心にどうやったら上手く進められるかと    

   いうところを、少しずつ改善を進めている。ただ、生徒の目に触れるところまでは、進ん 

   でいるとは言い切れないところもある。取り組んでいる、進行形ではあるということも含 

   めて、こういった自由記述で書いてくれている内容は大事にしたい。実際、以前であった 

   ならば、もっと強烈なことを書いてくる生徒が多かったように感じる。私自身２回目の 

   勤務だが、そう思っていた。生徒たちが言いたいことを言えているかや、諦めて言っても 

   無駄だと思って言わないのか、こういう場でその心の声を教えてもらえればと思ってい 

   る。 

〔生徒〕今の若い世代は、自分が思っていることを言いづらいということがあるとは思う。実際 

   に面談とかで、あまり喋れていない人もいるのではないかと思う。けれども考査前後に複 

   数のアンケートを行ったり、授業に対して各教科の先生に対してのアンケートなどがあ    

   り、自由記述までいかなくても項目で選べて、自分たちの意見を伝えることができるとい 

   う体制は整っていると思う。生徒会でも意見箱ということで意見を集約する体制というの 

   は整えてある。あとはそれがどう反映されていくかということだと思う。確かに自分が言 

   った意見が反映されて少しでもいい学校になっている、自分たちが過ごしやすい学校にな 

   っているなら良いと思う。 

【委員】自由記述を拝見して、見ていいのかとびっくりしたところもあったが、先生方もご努力 

   されている中で、歩み寄ったりする部分があるのだろうと思っている。よりよく過ごしや 

   すい学校生活を送れるようにと思っている。 

【委員】普段から学区内でもある三高は、身近なモデルであり、先輩の存在が大きいなと思って 

   いる。本当に感謝している。今回いただいた資料で、改めて三高の一人一人の生徒を大切 

   にする先生方の姿勢、そして繋がりを大切にする先生方の思いをこの紙面から感じたとこ 

   ろだ。先ほど副校長先生から丁寧にご説明いただいたところについて、所感を述べさせて 

   いただきたいと思う。 
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学校評価、学校経営のサイクルを回すためには非常に重要な数字であるというふうに思っ 

ている。その中でまず、重点目標６つのうち、５つの目標を達成したということで話され   

た。そのうちの、２つにまず感激した。保護者からの数値である。目標を大きく上回る数 

値で、昨年度と比較しても項目（イ）では 5.7 ポイント、項目（エ）では 5.6 ポイント上 

回っている。なかなか生徒たちの指導で大変なところではあるが、保護者との繋がりを大 

切にされているという点で大変感激した。さらに感激したところでは、項目（オ）であ 

る。本校に入学後、友人関係が良くなったと答えた生徒の割合が目標を上回っているが、 

昨年度の目標よりも今年度の数値目標を高く設定してこの目標に向かわれており、75%から 

今年度 80%設定で、この数字を 80%以上というのはかなり大変なことと思う。今回は 90.9% 

でこれがすごいなと思う。前年度比 3.1 ポイント増ということで、これはやはり生徒たち 

も立派だと思うが先生方の取り組み一つ一つがすごいのだろうと思った。授業を大切にす 

るというのは以前から聞いているが、おそらく生徒指導の実践上の視点、４つの視点など 

も大事にされて成果として表れているのではないかと思う。先ほど話した、保護者との繋 

がり、あるいは生徒たち一人一人ずつの授業による繋がりが、こういった数値になってい 

るのだろうと思った。説明の中でも対話を重視しているだとか、面談週間を位置づけてい 

る、こういったところの先生方の工夫がこの数字に出ていると思った。さらに本校と 

の繋がりということでも感謝している。本校は、12 月に全国の駅伝競走大会に出場させて 

いただく機会があった。今回準優勝ということで、子供たち、そして保護者、地域から非 

常に嬉しい言葉等をいただいていたが、真っ先に三高さんから電話をいただいた。校長先 

生から電話をするようにということでのお電話とお聞きしているが、本校にも注目してい 

ただいているということに本当に感謝である。引き続き、私が感じた繋がりだとか、一人 

一人を大切にということを本校でも意識していきたいと思うし、ますます三高の発展をと 

思う。 

   

    ※この他、アンケートの取り方等について、意見が交わされ、次年度に向けて検討して

いく方向で確認をした。 

 

〘司会〙時間になってしまった。ここからは、次年度に向けてということで委員の皆様からご意 

   見があったらお願いしたい。 

【委員】基本的な取り組みはそのままでいいのではないかと思っている。外から見ているとあま 

   り大きく変わっているというのはないだろうとは思う。そういう意味でも、基本的な取り 

   組みを継続していくことでいいと思う。なかなか新しい視点ということもないので、申し 

   訳ないが、結果から見ても、基本的にはこれまでの方向でいいと考える。 

【委員】アンケートに関して、生徒からもう少しアンサーが欲しいといった意見があった。昔は 

   少し強烈なこともと言っていた頃に多分在校していたかもしれない。口が悪い生徒だった 

   かもしれない。先生方と面談されている時間も増えているという話を聞き、双方向のコミ 

   ュニケーションが築かれているのだと思った。生徒の皆さんの勉強や校外での三高生らし 

   さというのも見られる。将来に向けてビジョンを描きやすいというところもある。来年度 

   も生徒と教職員の皆さんとの双方向のコミュニケーションを強化していただければと思 

   う。 
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【委員】アンケートに関して、子供たちの意見をどこまで先生方が返せるのか、あとは生徒同士 

で理解を深められるのかというのが大切だと思う。悩んでるのは私だけではないというこ

ととかを知ることができ、自分の悩みを理解して、次に繋げるきっかけになると思う。 

【委員】私は地域の一人として本当に三高のファンの一人だ。三高が地域にあることを誇りに感

じている。去年も花巻球場へ２回行った。負けてしまったが、来年度も同じように応援に

行きたいと思う。あとはサマコンにも行った。相変わらず立派だと思った。地域の一ファ

ンとしてとにかく三高の生徒たちを応援していきたいと思っている。先生方にも本当に頭

が下がる思いだ。大事に育ててもらっているなと思っている。地域の皆さんも感謝しなが

ら、誇りを持ちながら、三高生を見守っていきたいと思う。 

〔生徒〕私自身も三高で生活を送れることに誇りを感じるし、あと周りの仲間とかの環境という 

部分で、先ほど何がいいという話があったと思うのだが、心優しい生徒が多いなと感じて

いる。自由記述に対する先生方のアンサーがという話があったが、直接聞いたことに関し

ては、スピード感を持って対応してくださるというところがあるので、アンケートで意見

を出しているという段階だと、真剣度が低い意見かもしれないと自分は思っている。実際

に先生方に問いかけたものに対しては、スピード感を持って対応してくださるので、過ご

しやすく、学びができる学校だと思っている。 

【司会】以上で、協議を閉じる。「その他」だが、自転車事故が結構あったという資料を拝見した 

   のだが、大きな事故などはあったか。 

<<生徒指導>>自転車による事故は、21 件あった。結構、多いと思う。そのうちの半分は自損事故 

   になる。ヘルメットをかぶっていたおかげで、頭を打ったかどうかは別にして軽症で済ん 

   でいるケースがみられた。来年度からは自転車の登校中はヘルメットの着用義務というこ 

   とで進めていきたいと思う。 

〘司会〙これまでは努力義務であった。なかなか義務化というのがハードルが高いという議論が

あったわけだが、義務ということで進めることにしたのか。 

<<生徒指導>>その通りである。 

<<校長>>県内の高校 96%ぐらいが、次年度から義務化の方向で進んでいる。命の方が大事である。 

   本校に限らず、高校生の自転車事故が多い傾向にあるということで、多くの学校で義務化

にする。 

〘司会〙前に委員の方から、自分の命は自分で守るといった話があったり、ヘルメットは高校生

には抵抗があるのではという意見もあったが、そういうことではなく、命を守るために

は、ヘルメットを着用して欲しいということになったのか。 

<<生徒指導>>盛岡市内でも義務化は増加傾向で、特に増えている感じだ。 

<<校長>>全国でも自転車事故は高校生が多いようだ。義務化に備えて、冬休み前の終業式の際に 

   事前のガイダンスを行った。 

<<副校長>>ヘルメットの準備だとか、生徒の方で話題になったりするか。 

〔生徒〕準備というところには、まだ話はなっていない。けれどヘルメット義務化と決まったと

きに、否定的な考えを持つ人はやはり多かったのは事実だと思う。自分自身も先生にお話

をいただいたときには、やはり嫌だなと感じた。命を守るための行動というのはわかって

いるが、実際に自分が事故に遭っていないから、皆もっと気をつけろよというように思っ

た。流行りや見た目や汗をかいてしまうなどの理由で、嫌がっている人は一定数いるが、
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命を守るために仕方がないというか、やっていくべきものだなというふうには思ってい

る。自分の場合は、生徒会長という立場もあるので、積極的にやっていかなければならな

いということは理解している。 

〘司会〙その他、皆さんからないか。以上で進行を終える。 

<<副校長>>すごく有益な意見を頂いたと思う。改善しなければならないところが多数出てきたと  

   いうことも含め、いい報告ができるのではないかと思う。それから、来年に向けたビジョ 

   ンもできるのかなと感じている。連絡になるが、来年度に向けて、できれば委員の皆さん 

   には、今年度新任の方が多いということもあり、今後も継続してお願いできないかと思っ 

   ている。何か事情で難しいという場合があれば申し出いただければと思っている。よろし 

   くお願いしたい。それから、次年度の協議会について、昨年度令和６年度は３回実施した 

   が、今年度から２回、５月と２月ということで進めてきた。来年度も２回の予定で進めら 

   れたらと考えている。時期も５月初旬、それから２月の上旬あたりと考えている。可能な 

   限りということでご協力いただきたいと思うので、よろしくお願いする。 

以上で、第２回学校運営協議会を閉じる。 

 

 


